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第２０回新ごみ処理施設整備等調査特別委員会会議記録 

 

日 時  令和５年２月２１日（火曜日）                  午前１１時３８分 開議 

場 所  水戸市議会 第１・第２委員会室                 午前１１時５１分 閉会 

──────────────────────── 

付託事件 

 (1) 新ごみ処理施設の建設工事に関する事項 

 (2) 周辺地域及び生活環境向上施設等の整備に関する事項 

──────────────────────── 

１ 本日の会議に付した事件 

 (1) 最終報告書（案）について 

２ 出席委員（２４名） 

  委 員 長   福  島  辰  三  君   副 委 員 長   小  川  勝  夫  君 

  委   員   滑  川  友  理  君   委   員   萩  谷  慎  一  君 

  委   員   土  田  記 代 美  君   委   員   田  中  真  己  君 

  委   員   中  庭  次  男  君   委   員   佐  藤  昭  雄  君 

  委   員   綿  引     健  君   委   員   後  藤  通  子  君 

  委   員   田  口  文  明  君   委   員   森     正  慶  君 

  委   員   鈴  木  宣  子  君   委   員   黒  木     勇  君 

  委   員   高  倉  富 士 男  君   委   員   飯  田  正  美  君 

  委   員   大  津  亮  一  君   委   員   渡  辺  政  明  君 

  委   員   栗  原  文  隆  君   委   員   袴  塚  孝  雄  君 

  委   員   五 十 嵐     博  君   委   員   安  藏     栄  君 

  委   員   田  口  米  蔵  君   委   員   松  本  勝  久  君 

３ 欠席委員（１名） 

  委   員   内  藤  丈  男  君 

４ 委員外議員出席者（なし） 

５ 説明のため出席した者の職，氏名 

市 長 高  橋     靖  君 副 市 長 田  尻     充  君 

副 市 長 秋  葉  宗  志  君   

市長公室長 小 田 木  健  治  君   

総 務 部 長 園  部  孝  雄  君   

財 務 部 長 白  田  敏  範  君 財 政 課 長 佐  藤  直  明  君 



－2－ 

生活環境部長 佐  藤  則  行  君 
生活環境部 
参 事 兼 
衛生事業課長 

黒  澤  純 一 郎  君 

清掃事務所長 武  田  和  馬  君   

６ 事務局職員出席者 

事 務 局 長 天  野  純  一  君 総 務 課 長 加  藤  清  文  君 

議 事 課 長 大  嶋     実  君 書 記 樫  原  和  則  君 

書 記 昆     節  夫  君   
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午前１１時３８分 開議 

○福島委員長 引き続き，御苦労さまでございます。 

 定足数に達しておりますので，ただいまから第２０回新ごみ処理施設整備等調査特別委員会を開催いたし

ます。 

 議事に先立ちまして，内藤委員が所用のため欠席との連絡がありましたので，御報告します。 

 これより議事に入ります。 

 本日は，前回の委員会において正副委員長に御一任いただきました最終報告書の案文を取りまとめ，お手

元に配付させていただきました。 

 ただいまから，内容について，副委員長に朗読を願いますので，お聞き取りをお願いします。 

 なお，着席のまま朗読させていただきますので，御了承願います。 

 それでは，小川副委員長，お願いします。 

○小川副委員長 新ごみ処理施設整備等調査特別委員会最終報告書（案）。 

 さきの令和元年第２回水戸市議会定例会において当委員会に付託されました新ごみ処理施設の建設工事に

関する事項等の調査の経過等について，水戸市議会会議規則第１０１条の規定に基づき最終報告します。 

 本市においては，環境負荷の少ない循環型社会の構築に向け，新たなごみ処理施設の整備を計画し，整備

計画をはじめ，周辺地域における生活環境整備等について調査，検討する必要があることから，令和元年

６月２５日の第２回市議会定例会において，議長を除く全議員をもって当委員会を設置し，新ごみ処理施設

の建設工事に関する事項並びに周辺地域及び生活環境向上施設等の整備に関する事項について付託を受け，

議会が調査終了を議決するまで継続して調査を行うことが認められたものであります。 

 以来，今日まで２０回にわたり委員会を開催し，新ごみ処理施設の建設工事に関する事項等について，慎

重に調査，検討を重ねてまいりました。 

 このうち，第１回から第１３回までの調査の経過等については，既に令和３年６月の第２回市議会定例会

において中間報告を行っておりますので，内容の重複を避け，今回は，その後開催しました委員会調査の概

要を中心に取りまとめ，最終報告します。 

 第１４回委員会は，令和３年１１月１７日に開催し，下入野健康増進センターの現地視察を実施しました。 

 第１５回委員会は，令和３年１１月２５日に開催し，執行部から，令和３年第４回市議会定例会の提出予

定案件として，水戸市下入野健康増進センターの指定管理者の指定に関することについて報告を受けました。 

 第１６回委員会は，令和３年１２月１６日に開催し，付託議案の審査を行いました。その審査の経過及び

結果については，令和３年第４回市議会定例会において報告したとおりであります。 

 第１７回委員会は，令和４年１１月２４日に開催し，執行部から，令和４年第４回市議会定例会の提出予

定案件として，新斎場建設工事等の請負契約の締結について報告を受けました。 

 第１８回委員会は，令和４年１２月１６日に開催し，付託議案の審査を行いました。その審査の経過及び

結果については，令和４年第４回市議会定例会において報告したとおりであります。 

 第１９回委員会は，令和５年２月１０日に開催し，最終報告書（案）の作成について，正副委員長に一任

することに決定しました。 
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 第２０回委員会は，令和５年２月２１日に開催し，最終報告書（案）について確認しました。 

 当委員会の現在に至るまでの調査の概要については，以上のとおりであります。 

 当委員会におきましては，新ごみ処理施設の建設及び周辺整備について，慎重に調査，検討を重ね，新清

掃工場「えこみっと」，第三最終処分場及び下入野健康増進センター等の着実な整備が図られたことを確認

したところであります。 

 執行部においては，引き続き，新ごみ処理施設の効率的な運営に努めるとともに，さらなる市民福祉の向

上に向け，新斎場等の整備に鋭意取り組むことを求めるものであります。 

 終わりに，当委員会の調査に関しまして，御協力いただきました関係各位に対し，心から感謝の意を表し

まして最終報告とします。 

 令和５年３月。 

 水戸市議会議長，須田浩和様。 

 新ごみ処理施設整備等調査特別委員会，委員長，福島辰三。 

○福島委員長 内容につきましては，以上のとおりであります。 

 ただいまの案文について，何かございましたら，お願いします。 

〔「ありません」と呼ぶ者あり〕 

○福島委員長 それでは，ただいまの最終報告書（案）のとおり，第１回市議会定例会に最終報告させてい

ただきます。 

 なお，本会議における最終報告につきましては，私が概要報告書を朗読させていただくことになりますの

で，御了承願います。 

 この際，市長から発言を求められておりますので，これを許します。 

 高橋市長。 

○高橋市長 貴重なお時間をいただきましたこと，議員各位に対し心から御礼と感謝を申し上げます。 

 まずもっておわびを申し上げます。先ほど行いました新市民会館整備等調査特別委員会並びに行財政改革

調査特別委員会につきましては，市長会の日程がございまして，どうしてもちょっと私が参加をしなければ

ならない行事があったものですから，欠席をさせていただきました。心からおわびを申し上げます。申し訳

ございませんでした。 

 改めまして，当委員会につきましては，令和元年第２回水戸市議会定例会の本会議において設置され，福

島委員長，小川副委員長のリーダーシップの下，各委員におかれましては，本日まで２０回にわたりまして，

新清掃工場「えこみっと」や下入野健康増進センター，新斎場等の整備に関する事項につきまして活発な御

意見をいただき，積極的かつ慎重な御審議を賜りましたことにも厚く御礼と感謝を申し上げたいと思います。 

 おかげさまをもちまして，この間，令和２年４月には新清掃工場「えこみっと」が，同年１１月には一般

廃棄物第三最終処分場がそれぞれ供用を開始しており，豊かな自然と共生した循環型社会の構築に向け，よ

り一層のごみの資源化を図りながら，将来にわたって安定した，また適正かつ効率的なごみ処理を進めてい

くための基幹的施設として順調に稼働をいたしております。 

 また，令和４年４月には，下入野健康増進センターも供用を開始したところであり，さらに新斎場につき
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ましては，令和６年度中の完成を目指して，現在，整備工事に着手したところであり，今後増大していくで

あろう火葬需要に対応するため，着実に整備を進めております。 

 最後になりますが，本特別委員会におきまして，これまで真摯な御審議をいただきましたことに改めて御

礼と感謝を申し上げますとともに，今後とも引き続き私たち行政執行部に対しまして御指導，御鞭撻をいた

だきますようよろしくお願い申し上げまして，御礼の御挨拶とさせていただきたいと思います。 

 誠にありがとうございました。 

○福島委員長 それでは，当委員会の調査を終了するに当たり，一言御挨拶を申し上げます。 

 皆様方には，当特別委員会の調査に当たりまして，本日を含め，計２０回の委員会を開催し，慎重な御審

議をいただきまして，心から感謝申し上げます。 

 委員長としての職務を無事全うすることができましたのも，委員の皆様方，また，執行部の皆様方の御協

力のたまものと，改めて御礼を申し上げます。 

 ただいまの報告書にもございましたが，今後，執行部の皆様方におかれましては，これまで各委員から出

された御意見等を十分に踏まえていただき，引き続き，効率的な新ごみ処理施設の運営や新斎場等の整備に

向け，ますます御尽力されますようお願い申し上げまして，甚だ簡単ではございますが，御礼の挨拶とさせ

ていただきます。 

 ありがとうございました。（拍手） 

 以上で，新ごみ処理施設整備等調査特別委員会を閉会いたします。 

 御協力ありがとうございました。 

午前１１時５１分 閉会 


